
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 58,505 102.7% 231,044 102.0% 57,177 100.3% 55,715 104.6% 57,113 101.5%

(2) 処理羽数 55,764 101.1% 218,923 101.4% 55,471 98.6% 55,703 105.6% 54,694 102.0%

処理重量 165.6 100.9% 645.6 101.3% 162.9 96.7% 162.7 103.5% 157.6 99.6%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

43.6 35.3 123.3 31.5 37.2 84.6 75.0 72.5 103.5 58.0 42.0

41.2 32.3 127.4 29.2 25.8 113.0 70.3 58.1 121.0 58.5 41.5

34.1 27.7 123.3 26.4 30.3 87.2 60.5 58.0 104.4 56.4 43.6

(2) 46.2 40.9 113.0 32.4 37.5 86.5 78.6 78.4 100.3 58.8 41.2

165.0 136.2 121.2 119.5 130.8 91.4 284.5 267.0 106.6 58.0 42.0

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,283 1,231 104.2 1,232 1,138 108.3 H23年 642 264 906

1,342 1,347 99.6 1,283 1,213 105.8 H24年 563 189 752

２．量販・卸 (1) 1,311 1,220 107.5 1,296 1,130 114.7 H25年 583 246 829

1,298 1,272 102.0 1,293 1,166 110.9 H26年 626 294 920

※参考資料：総務省統計局HP

３．業務・ (1)

加工筋 在庫状況 単位：千トン、％

(2) 履歴 国産 輸入品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

１．27年3月 (1) 15.7 23.2 67.6 102.3 78.4 130.6 118.0 101.5 116.2

15.5 22.5 68.7 109.1 87.2 125.1 124.5 109.6 113.6

14.9 23.5 63.1 109.2 86.2 126.7 124.0 109.7 113.0

２．見通し (1) 17.4 22.4 77.5 100.0 77.6 128.8 117.4 100.0 117.3

※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

(2)

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

１．5月動向 (1) H27年2月 651 676 96.3 331 271 122.1 982 947 103.7

H27年3月 646 657 98.3 336 274 122.6 982 931 105.5

H27年4月 642 629 102.1 334 271 123.2 976 900 108.4

２．6月見通 (1) H27年5月 622 611 101.8 335 279 120.1 957 890 107.5

H27年6月 (600) 592 101.4 (335) 291 115.1 (935) 883 105.9 ※（）は見通し

H27年7月 (590) 575 102.6 (335) 289 115.9 (925) 864 107.1

646 655 98.6 333 272 122.4 979 927 105.6

Ｈ27推計合計 27年5月計画 27年6月計画 27年7月計画

H27年平均

H27年合計

Ｈ27年3月

Ｈ27年1月

履歴

Ｈ27年2月

Ｈ27年3月

Ｈ27年4月

平成27年5月の相場は、もも肉622円/ｋｇ、むね肉335円/ｋｇと、前月比でもも肉20円/ｋ
ｇ下げ、むね肉は1円/ｋｇ上げて合計では19円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、気温の
上昇とともに販売も緩み、下げ基調が継続した。
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6月は梅雨入りとなり、気温上昇による食欲不振や、天候不順からの行楽需要低下等
から、やや下げ傾向が強まるものと推測されるが、生産が回復しきっておらず供給不足
が懸念されている。このことから、もも肉は下げ基調が続くものの下げ幅は緩やかで、
月間平均600円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。
むね肉相場は、加工仕向けの需要が続いていることと、在庫意欲も高いことからほぼ横
ばいとなり、月間平均335円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。

海外からの旅行者に対する外食事業者などでは、宗教的なことから鶏肉メニューを増
やすところもあり、堅調な需要に結びついているとの話しもある。

輸入品は外貨高や需要の低迷から輸入数量は抑制気味であったが、先高感や国産
在庫の低迷から4月に大きく増加した。今後も、調製品での輸入から原料肉での輸入
へシフトは進むが、在庫調整の意味合いで輸入数量は増減し、100千トン前後の在庫
水準で推移するものと思われる。

国産在庫は、生産が回復傾向となってきたことでやや増加となったが、依然低水準の
ままで推移している。気温の上昇でやや需要は落ち着いてきたが、年末用の在庫や加
工仕向けの原料などで在庫はまだ不足状態が続いている。

平成27年3月の推定期末国内在庫数量は、国産が前年比77.5％とやや在庫が増加し
たが、依然として不足感が続いている。輸入品在庫は前年比128.8%となり、国内在庫
の合計では117.3％と前年を上回っている。

6月に入って関東でも真夏日が予想されるなど気温が上昇し、小売でのもも肉需要は
落ち着きを見せている。一方、卸では年末の玉不足が懸念されているが、生鮮での需
要が堅調であり、在庫の積み増しとなっていない。

輸入鶏肉の平成27年4月通関実績は、業界予想に反して46.2千トン（前年比113.0％）
と前年を大きく上回った。国産の在庫水準が低レベルで推移していることや、新年度に
入ったことで輸入各社が取扱い数量を増やしたものと思われる。
国内の輸入品在庫は3月に100千トンを割り込んだものの、いまだに高水準な在庫数量
を維持しており、今後も国内在庫と需要を見ての数量調整が続くものと思われる。

鶏肉調製品は、平成27年4月通関実績が32.4千トン（前年比86.5％）と前年を下回っ
た。国別では、タイが前年比108.8％と増加し中国は69.3％と前年比での減少が続いて
いる。一方では、AIによるアメリカの輸出制限が拡がりを見せており、年末用の骨付きも
も原料が大きく不足するものと考えられている。

総務省家計調査による平成27年4月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は、1,311㌘
（前年比107.5％）と前年を大きく上回り、金額では1,296円（前年比114.7％）と前年を大
幅に上回った。数量は、前年が駆け込み需要の反動でやや落ち込んでいたことや、牛
肉の高値が続いており、代替需要として鶏肉は大きく伸びたと思われる。金額は、価格
改定が進んだことにより、小売価格も上昇したものと考えられる。

平成27年4月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比102.7％、処理羽数が前年比
101.1％、処理重量で前年比100.9%と前年を上回った。
4月となり、気温が上昇したことで飼育環境が好転し、大腸菌症などの発生が抑制さ
れ、育成率や体重増加がやや改善されたことから、処理羽数と処理重量で前年を上回
る結果となった。

5月以降の計画では、5月で処理羽数と処理重量で前年を下回る計画となっており、7
月の計画で処理重量が前年を下回る計画となっている。
5、6月については、処理場の稼働日の前年との増減や、堅調な需要に支えられた増
産などから、処理羽数、重量が増減したと思われる。7月は、処理羽数が増加している
ものの、夏場で計画体重が抑え気味となり、処理重量が落ちたものと思われる。
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加工メーカーでは、国産原料への切り替えが進んだことで、加工仕向けの需要は堅調
に推移しており、むね肉相場も高値を維持している。
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